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◇特集
 水難事故を防ぐために 

　～水の事故は
　「不注意」「無謀な行動」が原因です！～
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　７月がはじまり、これから海
や川などでレジャーを楽しむ
機会が増える季節です。自然に
触れる楽しみがある反面、自然
による危険も伴います。
　警察庁「平成２９年夏期にお
ける水難の概況」によると、平
成２９年夏期（７～８月の２か
月間をいう。）に全国で発生し
た水難は５１１件で、水難者は
６４７人です。水難の死亡・行方
不明者の割合を場所別にみる
と、１位が「海」５８．５％、２位
が「河川」２９％で、子ども（中
学生以下）の場合は１位が「河
川」５０％、２位が「海」２８．６％
となっています。また、行為
別にみると２７％が「魚とり・
釣り」、１８．１％が「水遊び」、
１５．３％が「水泳」で、子ども
の場合は５０％が「水遊び」、
２８．６％が「魚とり・釣り」と
なっています。

　こうした水の事故を防いで
海や川を安全に楽しむために
は、自然環境の特徴を理解し、
危険な場所や危険な行為など
を知ることが重要です。

水難事故を防ぐために

海
44 よく知ろう！

のこと
44 44 44

を
44 水 の事故は

「不注意」
「無謀な行動」
が原因です！

●
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、

　
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い

　

海
は
水
温
の
変
化
が
大
き
い
場
所

や
流
れ
が
激
し
い
場
所
、海
藻
が
遊
泳

者
に
絡
み
や
す
い
場
所
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
危
険
な
場
所
に
は
、

「
危
険
」「
遊
泳
禁
止
」な
ど
の
掲
示
板

や
標
識
が
あ
り
ま
す
の
で
良
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、危
険
な
場
所
に
子
ど
も
を

近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
遊
泳
区
域
」で
も
、流
れ
の
方
向
や

強
弱
、
水
深
、
自
分
の
体
力
な
ど
を
考

え
て
安
全
に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。岸
に
近

い
所
で
も
、沖
へ
流
れ
る
と
て
も
速
い

潮
の
流
れ（
離
岸
流
）が
あ
っ
た
り
、急

に
深
く
な
る
場
所
が
あ
っ
た
り
、天
候

や
潮
の
満
ち
引
き
に
よ
っ
て
変
化
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
状
態
が
悪
い
時
や

　
飲
酒
時
は
泳
が
な
い

　

水
泳
や
釣
り
な
ど
、
体
調
が
悪
い

時
や
睡
眠
不
足
で
疲
れ
て
い
る
時
は

控
え
ま
し
ょ
う
。ま
た
、飲
酒
後
や
飲

酒
し
な
が
ら
も
危
険
で
す
。

●
天
候
の
変
化
に
注
意
し
、

　
悪
天
候
の
時
は
海
に
出
な
い

●
子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
な
い

　

水
深
が
浅
い
場
所
で
も
ほ
ん
の
少

し
目
を
離
し
た
す
き
に
、
子
ど
も
が

転
倒
し
て
溺
れ
た
り
、
波
に
さ
ら
わ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
幼

児
は
も
ち
ろ
ん
、
泳
げ
な
い
子
ど
も

な
ど
が
水
遊
び
す
る
時
は
、
必
ず
大

人
が
付
き
添
い
、
子
ど
も
か
ら
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
子
ど
も
一
人

で
の
水
遊
び
は
大
変
危
険
で
す
。

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

　
正
し
く
着
用
す
る

　

釣
り
や
ボ
ー
ト
に
乗
る
時
な
ど
は
、

必
ず
体
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

～離岸流や急な深みにも
ご注意を～
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　水路の段差をなくし、川と田
んぼや池を行き来しやすくして
いるので、多くの生きものが生
息しています。どんな生きもの
が見つかるでしょう？
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●
喫
煙
マ
ナ
ー
の
現
状
　

　

た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
小
竹
駅

周
辺
に
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、巡
回
バ
ス
停（
小

竹
駅
西
口
）の
待
合
椅
子
を
喫
煙

す
る
目
的
で
座
っ
て
い
る
人
も

見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
解
決
策
と
し
て
、灰
皿
を
設
置

　

吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
を

な
く
す
た
め
に
、社
会
福
祉
協
議

会
が
駅
の
２
か
所（
駅
ふ
れ
あ
い

通
り
東
口
・
西
口
）に
た
ば
こ
の

灰
皿
を
備
え
付
け
ま
し
た
。社
会

福
祉
協
議
会
峯
岡
準
子
会
長
は
、

「
巡
回
バ
ス
の
利
用
者
の
多
く
は

高
齢
者
で
す
。高
齢
者
の
た
め
に

バ
ス
停
に
待
合
椅
子
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
喫
煙
の
た

め
に
利
用
す
る
の
は
や
め
て
ほ

し
い
。喫
煙
者
は
備
え
付
け
た
灰

皿
置
き
場
で
喫
煙
し
て
ほ
し
い

で
す
。」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

●
喫
煙
者
に
お
願
い

　

駅
構
内
は
も
ち
ろ
ん
禁
煙
で

す
。
喫
煙
を
す
る
際
は
、
備
え
付

け
の
灰
皿
を
使
用
し
、吸
い
殻
の

ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
な
ど
の
マ

ナ
ー
を
守
り
、周
囲
へ
の
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆社会福祉協議会は、高齢者が健康で生き生き
　と安心して暮らすために、町内全域で「ふれい
　あいサロン」や「高齢者等日常生活買物支援事
　業」などの取り組みを行っています。

小竹駅
ご利用の皆様へ

喫煙マナー
守ってください！

喫煙は
ここ！

きらりっと

輝く

小 竹 びと

将来・目標に向かって頑張ってい
る人や町内で活躍している人な
どを紹介します。
皆さん、一緒に応援しましょう。

藤本愛菜さん
（小学６年）

◆
ゴ
ル
フ
を
１
年
前
か
ら
始
め
た

　

藤
本
愛
菜
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月
に
開
催
さ
れ
た「
ス
プ
リ

ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
」地
区
大
会
の
10
歳
・

11
歳
女
子
の
部
で
優
勝
。そ
し
て
、

全
国
大
会
で
５
位
の
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
が
楽
し
く
て
大
好
き
だ

と
話
し
て
く
れ
た
藤
本
さ
ん
は
、

毎
日
２
時
間
、
練
習
場
で
ひ
た
む

き
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ 

一
番
心
に
残
る
試
合
は
…

▼
ス
プ
リ
ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン

　

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
地
区
大
会
は
大
雨
で
風

　

も
強
か
っ
た
け
ど
、一
番
良
い
ス
コ
ア
で

　

優
勝
で
き
た
の
で
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

ゴ
ル
フ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
…

▼
ゴ
ル
フ
は
大
人
と
接
す
る
こ
と
が
多
い

　

の
で
礼
儀
を
学
び
ま
し
た
。目
上
の
人
と

　

言
葉
に
気
を
つ
け
て
話
す
う
ち
に
、言
葉

　

づ
か
い
も
自
然
と
身
に
つ
き
ま
し
た
。

Ｑ 

目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

▼
昨
年
の
賞
金
女
王
鈴
木
愛
選
手
の
よ
う

　

に
パ
タ
ー
が
上
手
に
な
る
こ
と
が
目
標

　

で
す
。全
国
大
会
出
場
を
か
け
た
大
事
な

　

大
会
が
７
月
に
あ
り
ま
す
。今
は
全
国
大

　

会
に
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

in terv iew
Ｑ 

最
高
何
ヤ
ー
ド
？
ス
コ
ア
は
…
？

▼
最
高
210
ヤ
ー
ド
。ス
コ
ア
は
80
前
半
。



あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
◉はつらつ運動会が開催されました

　５月１２日、鞍手郡身体障害者福祉協会主催のは
つらつ運動会が鞍手町立体育館で開催されました。
　小竹町からは、２７人（小竹学園１５人、夢・志援セ
ンター１２人）の選手がフライングディスクや玉入
れ、パン食い競争などの競技に参加し、大いに盛り
上がりました。また、小竹町民生委員児童委員協議
会から１１人の委員が応援にかけつけ、選手たちに
熱い声援を送ってくれました。

◉不法投棄をさせない !
　町内で一斉に清掃活動をしました
　

　６月４日、県教職員互助会主催の「子どものための
クラシックコンサート」が児童体育館で行われ、町内
３小学校の４年生から６年生までの児童が参加しま
した。楽器の紹介や指揮者体験、バトントワリングの
演技などが披露され、とても喜んでいる様子の子ど
もたち。「トトロファンタジー」など知っている曲が
演奏されると、時折手拍子を加えながら、楽しく鑑賞
することができました。最後に、児童を代表して西小
６年生の阿南樹李さんは「とても感動しました。また
聴きたいです。」とお礼の言葉を述べました。

　５月２７日、町内一斉春季環境美化運動（小竹町環
境衛生連合会主催）が行われました。町民の皆さん
や企業および各団体の皆さんにご協力をいただき、
可燃ごみ８００㎏、粗大ごみ４８０㎏、カン・ビン２１０
㎏、草１，４３０㎏を回収することができました。
　これからも、皆さん一人ひとりの環境美化に対す
る心がけとご協力をよろしくお願いします。

◉災害に強い・負けないまちに・・・

◉クラシック音楽の楽しさを味わう

　６月３日、町内全域で防災訓練が行われました。
午前９時に災害対策本部が地震に伴う避難勧告を
発令し、防災行政無線で避難所への避難準備を伝
達。自主防災会長・自治会長の指示により、各自治会
が避難所を開設し、参集した住民の皆さんで避難者
名簿の記入や資機材の確認・使用訓練、炊出訓練な
どを行いました。非常持出品の常備の呼びかけや避
難時の危険箇所を話し合うなど、地域ごとの防災意
識をさらに高めました。

5 ひまわりだより
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町長の動き

町 長 コ ラ ム

点

描— ５月２１日から
    ６月２０日まで —

５月２１日

総合教育会議 中央公民館
福岡県過疎地域振興協議会
役員会・定期総会

博多サンヒルズ
ホテル

気象庁部長あいさつ 町長室
庁舎建設住民説明会 各区公民館

５月２２日 九水連第６１回定期総会 ＫＫＲホテル熊本

５月２３日
小竹町商工会総会 町商工会
庁舎建設住民説明会 各区公民館

５月２５日 連携中枢都市圏ＰＲ事業
（～２８日） 中国大連市

５月３０日

鞍手地区人権同和対策推進
協議会総会 直方総合庁舎

宮若 ･ 小竹シルバー
人材センター総会

マリーホール
宮田

直方地区防犯協会総会 直方警察署
小竹町民まつり 2018 全体会議 中央公民館

６月１日 庁議 庁内会議室
６月３日 防災訓練（指揮） 役場

６月４日 町観光まちづくり協会との
協議 庁内会議室

６月５日 町村会理事会 県自治会館

６月６日
議会運営委員会 庁内会議室
医師確保についての協議 県庁
町観光まちづくり協会総会 町商工会

６月７日 ６月定例会（～１９日） 議場

６月８日
自治会長会役員会 庁内会議室
全員協議会 議場

６月９日
日赤紺綬会総会 宮若商工会議所
自由民主党宮若・鞍手連合支部
定期総会 スコーレ若宮

６月１０日 小竹美術協会定期総会 中央公民館

６月１１日
医師辞令交付式 町立病院
環境施設等広域化に関する
任意協議会 飯塚市役所

６月１５日 自治会長会合同会議 長寿健康の家

梅つ

雨ゆ

晴は

れ
て
赤あ

か

字じ

路ろ

線せ
ん

の
客き

ゃ
く

二ふ
た

人り

松
尾　

治
子

額が
く

の
花は

な

單た
ん

身し
ん

赴ふ

任に
ん

の
子こ

は
遠と

お

し

原
賀　

靜
子

梅つ

雨ゆ

寒さ
む

や
肌は

だ

着ぎ

一い
ち

枚ま
い

重か
さ

ね
け
り

藤
井
セ
ツ
子

紫あ

ぢ

さ

ゐ

陽
花
を
剪き

っ
て
神し

ん

経け
い

痛つ
う

疼う
ず

く

選
者　

吟

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風　

選

白
藤
句
会

阿
部
天
風　

選

バ
ッ
ク
よ
り
取と

り
出だ

す
扇せ

ん

子す

男を
と
こ

物も
の

小
嶋　

亮
子

若わ
か

竹だ
け

の
風か

ぜ

に
さ
さ
や
く
昼ひ

る

餉げ

か
な
　  

時
川
寿
美
子

跳は

ね
橋は

し

の
跳は

ね
て
関か

ん

門も
ん

夏な
つ

の
潮し

を

門
田　

睦
子

タ
ブ
レ
ッ
ト
一い

ち

錠じ
ょ
う

増ふ

え
て
梅つ

雨ゆ

最さ

中な
か

安
藤
つ
き
子

俳 句

　
「
知
る
ほ
ど
に
物
語
あ
り
て
北
の
九
州
」の
広
報
・
啓

発
の
た
め
、
５
月
25
日
か
ら
４
日
間「
北
九
州
都
市
圏

域
市
町（
北
九
州
市
ほ
か
２
市
７
町
）『
中
国
・
大
連
市
』

ト
ッ
プ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」に
参
加
し
た
。
福
岡
空

港
か
ら
約
千
キ
ロ
。直
行
便
で
２
時
間
。ま
た
た
く
間
に

大
連
空
港
に
到
着
し
た
。
人
口
六
九
〇
万
人
の
大
連
市

は
私
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
、
近
代
的
な
商
業
ビ
ル

や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ぶ
圧
巻
の
市
街
地
風

景
だ
っ
た
。
町
並
み
の
要
所
に
は
日
本
の
植
民
地
時
代

の
面
影
を
残
す
レ
ト
ロ
風
の
建
物
も
散
在
し
、
大
切
に

保
存
さ
れ
て
い
た
。
到
着
後
、
大
連
市
長
と
会
見
。
二
日

目
は
大
連
市
主
催
の
あ
か
し
あ
祭
り
に
参
加
し
た
。
そ

の
後
、
北
九
州
都
市
圏
域
Ｐ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー
や
大
連
市
中

日
友
好
協
会
と
意
見
交
換
会
な
ど
友
好
ム
ー
ド
が
漂
う

中
、
参
加
し
た
市
町
の
Ｐ
Ｒ
を
通
し
て
観
光
文
化
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
さ
に「
以い

民み
ん

促そ
く

官か
ん

」（
民た
み

を

以も

っ
て
官か
ん

を
促う
な
が

す
）と
い
わ
れ
て
い
る
中
日
正
常
化
の

理
念
が
実
践
さ
れ
、
そ
れ
が
様
々
な
形
に
な
っ
て
現
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
行
事
の
合
間
に
日
露
戦
争
の

明
暗
を
分
け
た「
二
百
三
高
地
」を
訪
ね
、
旅
順
港
を
眼

下
に
臨
ん
だ
。
日
露
双
方
で
二
万
人
も
の
将
兵
の
命
が

失
わ
れ
た
激
戦
地
も
今
は
穏
や
か
な
観
光
地
に
な
っ
て

い
た
が
、
多
く
の
中
国
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
こ
の
古
戦

場
は
中
国
に
お
け
る
反
日
感
情
の
聖
地
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
和
平
に
向
け
た
日
中
両
国
の
交
流
を
中
国
で
は

「
継
続
は
勝
利
な
り
」と
、
日
本
で
は「
継
続
は
力
な
り
」

と
評
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
い
か
に
。
６
月
４
日
、
中

国
の
民
主
化
を
求
め
北
京
の
天
安
門
広
場
に
集
ま
っ
て

い
た
若
者
が
弾
圧
さ
れ
た
事
件
か
ら
29
年
目
を
迎
え

た
。中
国
で
天
安
門
事
件
の
報
道
は
な
く
、ネ
ッ
ト
で
も

関
連
情
報
が
検
索
で
き
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の

市
場
化
改
革
と
対
外
開
放
が
加
速
し
、大
連
市
、そ
し
て

中
国
の
経
済
成
長
は
め
ざ
ま
し
く
、
非
民
主
体
制
に
よ

る
経
済
大
国
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
生
活
水
準
が

向
上
す
る
に
つ
れ
若
者
の
現
状
肯
定
感
が
強
ま
り
、
事

件
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
小
竹
町
長
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小竹町国民健康保険第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）
および第３期特定健康診査等実施計画について	

問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

　国民健康保険への
   加入の手続きは１４日以内に

　職場の健康保険（健康保険組合や共
済組合など）に加入している人、後期
高齢者医療制度に加入している人お
よび生活保護を受けている人を除く
すべての人が国民健康保険に加入し
ます。
　退職により職場で加入していた健
康保険をやめたときや職場の健康保
険の被扶養者から外れたときは、事業
所が発行する資格喪失証明書を持参
のうえ、１４日以内に加入の手続きを
行ってください。

   職場の健康保険に加入したときは、
   喪失の手続きを忘れずに

　国民健康保険に加入している人が
就職等により職場の健康保険（健康保
険組合や共済組合など）に加入したと
きは、国民健康保険の喪失手続きが必
要です。新しくできた被保険者証を持
参のうえ、保険年金係窓口で喪失の手
続きを行ってください。

　

小
竹
町
で
は
、デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
お
よ

び
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
を
策
定
し
、

健
康
・
医
療
情
報
を
活

用
し
保
健
事
業
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、こ
れ
ら
の
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
６
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る「
小
竹
町
国
民
健
康
保

険
第
２
期
保
健
事
業
実
施
計
画（
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
）お
よ
び
第
３
期
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

◆「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」と
は
…

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
、「
国
民
健
康
保
険

法
に
基
づ
く
保
健
事
業
の
実
施
等
に
関
す
る

指
針
」に
基
づ
き
、
国
保
被
保
険
者
の
健
康
の

保
持
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、健

康
・
医
療
情
報
を
活
用
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
沿
っ
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健

事
業
の
実
施
を
図
る
た
め
の
計
画
で
す
。

◆「
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」と
は
…

　

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
は
、「
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
予
防
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
お
よ

び
特
定
保
健
指
導
の
具
体
的
な
実
施
方
法
や

成
果
に
関
す
る
具
体
的
目
標
等
に
つ
い
て
定

め
る
計
画
で
す
。

◆
計
画
の
閲
覧
場
所

　

各
計
画
は
、健
康
増
進
課
保
険
年
金
係
窓
口

（
⑧
番
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
の
ほ

か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

終業式・始業式のお知らせ
問い合わせ▶教育課学校教育係☎２・１９６１

　町内各小中学校の
終業式・始業式につい
てお知らせします。

１学期
終業式

各小学校
７月２０日（金）

２学期
始業式

各小学校
９月３日（月）

中学校 中学校
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8

平成２９年度小竹町個人情報保護条例運用状況および
平成２９年度小竹町情報公開条例運用状況について

問い合わせ▶総務課情報人権係☎２・１２１２

国民年金保険料免除・納付猶予制度について
問い合わせ▶直方年金事務所☎０９４９・２２・０８９１

　

国
民
年
金
第
１
号
の
被
保

険
者
は
、毎
月
の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
収
入
の
減
少

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
難

し
い
場
合
は
、未
納
の
ま
ま
に

し
な
い
で
、「
国
民
年
金
保
険

料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、障
が
い
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
険
料
免
除
制
度
と
は
…

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の

前
年
所
得（
１
月
か
ら
６
月

ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
所
得
）が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
し
た
場
合
な

ど
に
、申
請
後
に
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
に

な
り
ま
す
。

　

免
除
さ
れ
る
額
は
、
全
額
・

４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１

の
４
種
類
が
あ
り
ま
す
。

◆
納
付
猶
予
制
度
と
は
…

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所

得（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申

請
さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所

得
）が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

※
学
生
の
人
は
、４
月
か
ら
受

付
を
開
始
し
て
い
る「
平
成
30

年
度
学
生
納
付
特
例
制
度
」が

利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

健
康
増
進
課
保
険
年
金
係（
☎

０
９
４
９
６
・
２
・
１
２
２
４
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
】

①
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
、基

　

礎
年
金
番
号
通
知
書

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

　

た
は
、通
知
カ
ー
ド

③
印
か
ん

④
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　

の
写
し
ま
た
は
、離
職
票
の

　

写
し（
失
業
等
に
よ
る
申
請

　

の
場
合
）

※
申
請
者
本
人
の
ほ
か
に
配

　

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
つ

　

い
て
も
、④
の
書
類
を
お
持

　

ち
の
場
合
に
は
、必
要
に
な

　

り
ま
す
。

【
申
請
書
提
出
先
】

役
場
健
康
増
進
課
保
険
年
金

係（
⑧
番
）

  小竹町情報公開条例運用状況について

【開示の請求件数、開示および非開示等の決定件数】
　

【実質開示率】８０％
【不服申立ての状況】なし
【苦情申出の状況】なし
【情報公開審査会の開催状況（平成２９年度）】
▶開催日…平成２９年５月１９日
▶内容…実施機関における情報公開条例の運用状況
　　　　の報告について、審査会の意見について、そ
　　　　の他

機関別 請求 開示 部分開示 不存在 非開示

町長 １７ ８ ２ ４ ３

議会 ２ ２ ０ ０ ０

  小竹町個人情報保護条例運用状況について

【開示の請求件数、開示および非開示等の決定件数】
　

【実質開示率】１００％
【訂正の請求件数、決定件数】なし
【利用停止等の請求件数、決定件数】なし
【異議申立ての内容および件数】なし
【事務の外部委託、
 目的外利用および外部提供の状況】なし

機関別 請求 開示 部分開示 不存在 非開示

病院 ６ ６ ０ ０ ０
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募集します！
統計調査指導員・調査員
問い合わせ▶まちづくり推
進課商工観光係☎２・１２１４

今月の納税
～税金は納期限までに納めましょう～

問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

◆
平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統

　

計
調
査
の
指
導
員
・
調
査

　

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
と

は
、
我
が
国
の
住
宅
と
そ
こ

に
居
住
す
る
世
帯
の
居
住
状

況
、
世
帯
の
保
有
す
る
土
地

等
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の

現
状
と
推
移
を
全
国
お
よ
び

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
統

計
調
査
で
す
。

【
任
命
期
間
・
募
集
人
数
】

指
導
員《
1
名
募
集
》

▽
８
月
20
日（
月
）か
ら

　

11
月
19
日（
月
）ま
で

調
査
員《
６
名
募
集
》

▽
８
月
27
日（
月
）か
ら

　

10
月
26
日（
金
）ま
で

【
申
込
期
限
】７
月
10
日（
火
）

ま
で

【
申
し
込
み
先
】ま
ち
づ
く
り

推
進
課
商
工
観
光
係

県下水道排水設備
工事責任技術者試験
問い合わせ▶上下水道課
下水道事務係☎２・１９４５

小竹町学童保育所・夏休み期間の
入所について

問い合わせ▶社会福祉協議会☎２・２０２８

◆
受
験
希
望
者
は
、

　

受
付
期
間
内
に
申
込
書
の

　

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
試
験
日
】11
月
４
日（
日
）

【
試
験
会
場
】飯
塚
会
場
▽
福
岡
県

立
飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

【
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
期
間
】

７
月
２
日（
月
）か
ら
７
月
13
日

（
金
）ま
で

【
申
し
込
み
先
】上
下
水
道
課
下
水

道
事
務
係

　

夏
休
み
期
間
の
学
童

保
育
所
へ
の
入
所
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。入
所

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、申

請
書
類
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
入
所
で
き
る
児
童
】町

内
３
小
学
校
に
在
学
す

る
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
児
童

※
ご
希
望
の
学
童
保
育

　

所
が
定
員
を
超
え
る

　

場
合
は
、抽
選
に
て
決

　

定
い
た
し
ま
す
。

【
入
所
期
間
】７
月
21
日

（
土
）か
ら
８
月
31
日

（
金
）ま
で

※
夏
休
み
の
前
後
を
含

　

め
た
期
間
で
の
入
所

　

も
可
能
で
す
。

※
日
祝
日
と
８
月
13
日

　

か
ら
８
月
15
日
ま
で

　

は
お
休
み
で
す
。

【
利
用
時
間
】月
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
▽
７
時

30
分
か
ら
19
時
ま
で

【
申
込
方
法
】申
請
書
類

を
７
月
13
日（
金
）ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
ま

た
は
役
場
福
祉
課
子
育

て
支
援
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
社
会
福
祉
協

　

議
会
お
よ
び
学
童
保

　

育
所
に
置
い
て
い
ま

　

す
。

集合税ｰ町県民税・固定資産税・国民健康保険税ｰ

納期限　７月３１日（火）【口座振替日 ７月２５日（水）】

◆
税
の
公
平
性

　

納
付
期
限
内
に
税
金
を
納
め
た
人
と
の
税

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
が
過
ぎ
た

後
も
納
付
が
な
い
場
合
、
督
促
状
を
送
り
ま

す
。督
促
後
、完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
差
押
え

等
の
処
分
対
象
に
な
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
に
つ
い
て

　

振
替
日
は
毎
月
25
日（
振
替
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
、12
月
と
２
月
は
22
日
）で

す
。
自
動
的
に
指
定
の
口
座
か
ら
税
金
が
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。手
続
き
は
、町
指
定
金
融
機
関

（
福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
福
岡
ひ

び
き
信
用
金
庫
、
飯
塚
信
用
金
庫
、
直
鞍
農

協
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）ま
た
は
税
務
住
民
課
で

行
え
ま
す
。

　下水道の宅内排水設備
に関する工事責任技術者
の試験を実施します。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

平成３０年度後期高齢者医療制度について
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４/ 福岡県後期高齢者医療広域連合☎０９２６５１・３１１１

●保険料の計算方法

病院などに支払う自己負担額
＋

支援金約４割
（現役世代の負担）

約１割

公費（税金）約５割
国：県：市町村＝４：１：１

▶保険料は、被保険者全員が負担する「被保険者均等割額」と被保険者の所得
　に応じて負担する「所得割額」の合計になり、年額６２万円が上限です。
▶総所得金額等とは、前年中の「公的年金等収入－公的年金等控除」、「給与収
　入－給与所得控除」、「事業収入－必要経費」等の合計額で各種所得控除前の
　金額です。

〈注１〉世帯とは、平成３０年４
　　　月１日時点の世帯（７５
　　　歳になる人、県外からの
　　　転入者などはその時点）
　　　を基準にしています。

■
平
成
30
年
度

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
、平
成
29
年
中
の
所
得
金
額
と
世

帯〈
注
１
〉の
状
況
を
も
と
に
算
定
を
行
い
、決

定
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
県
内
ど
の
地
域
で
も
同
じ
基
準

で
算
定
さ
れ
、加
入
者
一
人
ひ
と
り
に
か
か
り

ま
す
。保
険
料
率（
被
保
険
者
均
等
割
額
、所
得

割
率
）は
、２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、平
成
30
年

度
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

保険料 ＝

被保険者
均等割額

＋

所 得 割 額

５６，０８５円
総所得金額等
－３３万円

（基礎控除額）
×

所得割率
１０．８３％

均等割額軽減割合
軽減後の

均等割額（年額） 同一世帯内の被保険者および
世帯主の軽減対象所得金額〈注３〉の合計額平成３０年度

９（７）割軽減 ５，６０８円 【３３万円（基礎控除額）】以下で、かつ【被保険者全員が年
金収入８０万円以下（その他各種所得がない）】

８．５（７）割軽減 ８，４１２円 【３３万円（基礎控除額）】以下

５割軽減 ２８，０４２円 【３３万円（基礎控除額）＋２７．５万円×被保険者数】以下

２割軽減 ４４，８６８円 【３３万円（基礎控除額）＋５０万円×被保険者数】以下
〈注３〉軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、「公的
　　　年金等収入－公的年金等控除－１５万円」となるなど、例外があります。

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

◇
均
等
割
額
の
軽
減

　

平
成
30
年
度
で
は
、
平
成
29
年

度
の
保
険
料
軽
減
措
置（
被
保
険

者
均
等
割
の
９（
７
）割
・
8.5（
７
）

割〈
注
２
〉・
５
割
・
２
割
軽
減
）を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

◇
被
用
者
保
険〈
注
４
〉の

　

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
ま
で「
会
社
な
ど
の
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
」だ
っ
た
人

は
被
保
険
者
均
等
割
額
が
５
割
軽

減〈
注
５
〉と
な
り
ま
す
。ま
た
、所

得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◇
軽
減
特
例
措
置
の
見
直
し

　

今
後
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険

制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
総
所
得

金
額
等
が
91
万
円
以
下
の
人
の
所

得
割
額
の
２
割
軽
減
が
平
成
29
年

度
ま
で
で
廃
止
さ
れ
、
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
均

等
割
額
の
７
割
軽
減
は
平
成
30
年

度
か
ら
５
割
に
な
り
ま
す
。

〈注 2〉原則は「７割軽
　　　減」ですが、特例
　　　措置により「９
　　　割軽減」、「８．５
　　　割軽減」になっ
　　　ています。

〈注４〉被用者保険とは
　　　全国健康保険協  
　  　会管掌健康保険
　　　船員保険、共済
　　　組合をさし、国
　　　民健康保険・国
　　　民健康保険組合  
　　　は該当しません。

〈注５〉ただし、均等割
　　　額の軽減が９割
　　　軽減、８．５割軽
　　　減に該当する人
　　　は、それぞれ９
　　　割軽減、８．５割
　　　軽減が優先され
　　　ます。

医療費総額

医
療
給
付

被保険者（加入者）の皆さんが負担する保険料

〔 〔
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■
８
月
か
ら

　

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
30
年
７
月
31

日
ま
で
の
有
効
期
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被
保
険
者
証（
う
す
緑

色
）の
有
効
期
限
は
、
平
成
31
年
７
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
７
月
中
旬
に
役

場
か
ら
簡
易
書
留
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。
た
だ

し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常
よ

り
短
い
有
効
期
限
の
被
保
険
者
証
を
窓
口
で

お
受
け
取
り
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ
る
と
き
は
、
新

し
い
被
保
険
者
証（
う
す
緑
色
）を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証（
う

す
緑
色
）が
届
か
な
い
場
合
は
、
役
場
健
康
増

進
課
保
険
年
金
係（
⑧
番
）窓
口
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
の

   

自
己
負
担
割
合
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
は
、１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。

　

毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、
８
月
か

ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負
担
割

合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
通
常
１
割
で
す
が
、
同

じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人
の
市

町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上（
※
）

で
あ
る
場
合
に
は
、３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
課
税
の
所
得
が
145
万

円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
⑴
ま
た
は
⑵
に
該

当
す
る
場
合
は
、
役
場
健
康
増
進
課
保
険
年
金

係（
⑧
番
）窓
口
に
申
請
す
れ
ば
１
割
の
自
己

負
担
割
合
と
な
り
ま
す
。

⑴
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が

　

２
人
以
上
の
場
合

▽
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の

　

収
入
の
合
計
額
が
520
万
円
未
満

⑵
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が

　

本
人
の
み
の
場
合（
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

▽
①
本
人
の
収
入
が
383
万
円
未
満

　

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま

　
　

で
の
人
の
収
入
の
合
計
額
が
520
万
円
未
満

※
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上

　

で
あ
っ
て
も
、
前
年
の
12
月
31
日
現
在
に
お

　

い
て
、
被
保
険
者
が
世
帯
主
で
あ
り
、
同
じ

　

世
帯
に
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
で

　

あ
る
19
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い
る
場
合
に

　

は
、
世
帯
主
で
あ
る
被
保
険
者
の
市
町
村
民

　

税
の
課
税
所
得
か
ら
、
16
歳
未
満
は
1
人
あ

　

た
り
33
万
円
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満
は
１
人

　

あ
た
り
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
た
後

　

の
額
が
、
145
万
円
未
満
と
な
る
と
き
は
、
１

　

割
の
自
己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す（
こ
の
場

　

合
の
届
出
は
不
要
で
す
）。

※
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上

　

で
あ
っ
て
も
、
昭
和
20
年
１
月
2
日
以
降
生

　

ま
れ
の
被
保
険
者
が
い
る
場
合
、
同
じ
世
帯

　

の
被
保
険
者
全
員
の
旧
た
だ
し
書
所
得（
総

　

所
得
金
額
等
か
ら
33
万
円
を
控
除
し
た
金

　

額
）の
合
計
額
が
210
万
円
以
下
の
場
合
は
、

　

１
割
の
自
己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す（
こ
の

　

判
定
方
法
は
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
適

　

用
さ
れ
、届
出
は
不
要
で
す
）。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　

認
定
証
が
８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　

現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証（
以
下
、
減
額
認
定
証
と
い
い

ま
す
。）の
有
効
期
限
は
、
平
成
30
年
７
月
31
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
す
で
に
お
持
ち
の
人
で
、
平

成
30
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人

に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
減
額
認
定
証

を
７
月
中
旬
に
普
通
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。

◇
減
額
認
定
証
と
は

　

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で
あ
る

人
が
入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

る
際
に
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
窓
口
に
提

示
す
る
と
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は
限
度
額
ま

で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
費
・
居
住
費
の
負
担

も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
役
場
健
康
増
進
課
保
険
年
金
係

（
⑧
番
）窓
口
で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

●
被
保
険
者
証　

●
印
か
ん　

●
そ
の
他（
非
課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
を
証

　

明
す
る
も
の
や
入
院
期
間
を
確
認
で
き
る

　

も
の
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

後期高齢者医療制度について
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■
制
度
改
正
に
つ
い
て

　

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、

８
月
か
ら
負
担
割
合
３
割
の
負
担
区
分

が
現
役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
３
つ
に
細
分

化
さ
れ
ま
す
。ま
た
、高
額
療
養
費
・
高
額

介
護
合
算
療
養
費
の
上
限
額
も
変
わ
り

ま
す
。

　

負
担
区
分
が
現
役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当

す
る
被
保
険
者
の
人
は
、
新
た
に
限
度
額

適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
限
度
額
適
用
認
定
証
は
入
院

等
で
窓
口
負
担
額
が
高
額
に
な
る
際
、
医

療
機
関
へ
の
提
示
で
自
己
負
担
を
限
度

額
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
交
付
に

つ
い
て
は
役
場
健
康
増
進
課
保
険
年
金

係
で
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

後期高齢者医療制度について

●８月から、高額療養費の上限額が変わります

　高額療養費とは、同じ月内に医療機関窓口で支払った医療費の合計額について、決められた上限額を超えてお
支払いいただいた分を払い戻す制度です。上限額は個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。

◇平成３０年７月まで
負担区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯ごと）
現役並み

（課税所得１４５万円以上の人） ５７，６００円  ８０，１００円＋（総医療費－２６７，０００円）×１％
〈多数回該当４４，４００円（※２）〉

一般（※１）
（課税所得１４５万円未満の人）

１４，０００円
（年間上限１４４，０００円）

５７，６００円
〈多数回該当４４，４００円（※２）〉

住民税
非課税

Ⅱ住民税非課税世帯
８，０００円

２４，６００円
Ⅰ住民税非課税世帯

（年金収入８０万円以下など） １５，０００円

◇平成３０年８月から
負担区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯ごと）

現役並みⅢ
（課税所得６９０万円以上の人）

２５２，６００円＋（総医療費－８４２，０００円）×１％ 
〈多数回該当１４０，１００円（※２）

現役並みⅡ
（課税所得３８０万円以上の人）

１６７，４００円＋（総医療費－５５８，０００円）×１％ 
〈多数回該当９３，０００円（※２）

現役並みⅠ
（課税所得１４５万円以上の人）

８０，１００円＋（総医療費－２６７，０００円）×１％ 
〈多数回該当４４，４００円（※２）

一般（※１） １８，０００円（※３）
（年間上限１４４，０００円）

５７，６００円
〈多数回４４，４００円（※２）〉

住民税
非課税

Ⅱ住民税非課税世帯
８，０００円

２４，６００円
Ⅰ住民税非課税世帯

（年金収入８０万円以下など） １５，０００円

▶今までに高額療養費の支給申請をいただいた人は、再度申請の必要はありません。
▶診療月の翌月１日から２年を過ぎると申請できません。

●８月から
　高額介護合算療養費の上限額が変わります

負担区分
基準額限度額（年額）

７月まで ８月から
現役並みⅢ

６７万円
２１２万円

現役並みⅡ １４１万円
現役並みⅠ ６７万円

一般 ５６万円
区分Ⅱ ３１万円
区分Ⅰ １９万円

※１ 世帯収入の合計額が
５２０万円未満（１人
世帯の場合は３８３万
円未満）の場合や、「旧
ただし書所得」の合計
額が２１０万円以下の
場合も含みます。

※２ 過去１２か月以内に３
回以上、上限額に達し
た場合は、４回目から

「多数回」該当となり、
上限額が下がります。

※３ 平成２９年８月診療分
以降、毎年８月から翌
年７月診療分の１年
間が対象になります。
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６５歳以上の皆さんへ
平成３０年度介護保険料の決定通知書を送ります

問い合わせ▶福祉課高齢者福祉係☎２・１２１９／県介護保険広域連合☎０９２・６４３・７０５５

　

平
成
30
年
度
の
市
町
村
民
税

等
を
も
と
に
、
介
護
保
険
料
の
計

算
を
行
い
、
そ
の
決
定
通
知
書
を

７
月
下
旬
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
で
き
る
限

り
所
得
の
状
況
に
配
慮
し
た
き

め
細
か
な
保
険
料
と
す
る
た
め
、

所
得
段
階
を
25
の
区
分
に
分
け

て
い
ま
す
。
市
町
村
民
税
や
世
帯

の
状
況
等
に
よ
っ
て
該
当
す
る

所
得
段
階
に
よ
り
保
険
料
額
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

◆
年
金
天
引
き

　

で
納
め
て
い
る
人

　

今
回
決
定
し
た
年
間
保
険
料

額
か
ら
４
・
６
・
８
月
に
年
金
天

引
き（
仮
徴
収
）し
た
保
険
料
を

差
し
引
い
た
金
額
を
、10
・
12
・
来

年
２
月
に
年
金
天
引
き（
本
徴

収
）で
納
め
ま
す
。

※
年
間
18
万
円
以
上
の
老
齢（
退

職
）、
障
害
、
遺
族
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
は
年
金
天
引
き
と
な

り
ま
す
が
、
65
歳
に
な
っ
た
人
、

広
域
連
合
外
の
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
人
な
ど
の
場
合
は
、
年
金

天
引
き
の
開
始
が
半
年
～
１
年

後
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
納
付
書
や
口
座
振
替
等
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
書
・
口
座
振
替
等

　

で
納
め
て
い
る
人

　

８
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
納

め
ま
す
。

※
今
年
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

　

ス
ト
ア
で
お
支
払
い
が
で
き

　

ま
す
。

※
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と

　

納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
災
害
や
失
業
な
ど
や
む
を
得

　

な
い
理
由
で
保
険
料
を
納
め

　

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
と

　

き
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

　

減
免
や
納
付
猶
予
が
受
け
ら

　

れ
ま
す
。

第２回
小竹ふれあいゴルフコンペについて

問い合わせ▶小竹ゴルフ協会☎２・２５２０

成人式実行委員募集
問い合わせ▶教育課　　
社会教育係☎２・０４５２

 

平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）開
催

 

成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
募
集
期
間
】７
月
27
日（
金
）ま
で

【
申
込
方
法
】町
中
央
公
民
館
に
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
☎
２
・
０
４
５
２
）。

☆
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て

　

新
成
人
の
思
い
出
に
残
る
一
日
を

　

作
り
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時

９
月
２
日（
日
）

ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト

▽
10
時
27
分
か
ら（
７
組
×
２
）休
憩
あ
り

▽
12
時
54
分
か
ら（
８
組
×
２
）ス
ル
ー

【
場
所
】ミ
ッ
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

【
プ
レ
ー
料
金
】１
万
円

【
参
加
費
】２
千
円

【
申
込
期
間
】７
月
10
日（
火
）か
ら
７
月
31
日

（
火
）ま
で　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

【
申
し
込
み
先
】小
竹
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　

☎
２
・
０
４
５
２

※
申
込
書
は
、
役
場
お
よ
び
中
央
公
民
館
に
設

　

置
し
て
い
ま
す
。

【
主
催
】小
竹
ゴ
ル
フ
協
会

※
詳
し
く
は
小
竹
ゴ
ル
フ
協
会（
よ
し
も
と
）

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護保険制度は、皆様から納付していただく
保険料で成り立つ制度です。

　特別な事情がなく保険料を滞納すると、滞
納期間に応じて介護サービス利用時の自己負
担割合が増えたり、一時的に介護給付が差し
止めになるなどの制限が生じます。保険料納
付についてご理解とご協力をお願いします。
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図書室新刊のお知らせ

中
央
公
民
館
だ
よ
り

▶開館時間　　８：３０～１７：１５
▶問い合わせ　中央公民館 ☎２・０４５２

子育て短歌ダイアリー
ありがとうのかんづめ

著／俵 万智
小学館

　世界で５００万部を突破した『ユ
リシーズ・ムーア』シリーズや、『ＴＨ
Ｅ LOCK』で知られる児童文学作家・
バッカラリオらが贈る、ちょっぴり
変わったアドベンチャーガイド。木登
りや雪合戦のようなアクティブなも
のから、魔法の薬の調合といった

「？」なものまで、多彩な５０のミッ
ションが子どもたちを待ちうけます。

せんべ せんべ やけた

案／
小林 衛己子

絵／
真島 節子
こぐま社

１３歳までにやっておくべき
５０の冒険

著／ピエルドメニコ・
バッカラリオ、

トンマ－ゾ・
ペルチヴァ－レ

絵／アントンジョナータ・
フェッラーリ

太郎次郎社エディタス

　振り返れば子育ては何もかもが ｢ 期
間限定 ｣ のいとおしい時間です（帯よ
り）。『ありがとうのかんづめ』というタ
イトルには、俵さんの、子育ての日々の
中で授けられた感謝の思いを閉じ込め
た「この缶詰一個あれば、母は充分」と
いう意味が込められています。「子育
て」は「親育て」であることを実感する
ハートウォーミングなエッセイです。

　「せんべ せんべ やけた 
やけた どのせんべ やけ
た」の唄に合わせて、女の
子がおままごとあそびを
します。絵に描いたせんべ
いやお団子を網で焼くま
ねをして、くまさんやだる
まさん、最後はお母さん
に、｢ はい、どうぞ ｣。

※託児はありませんので、あらかじめご了承ください。　

開 催

日時
７月１８日（水）

▷１１時～１２時

公民館短期講座

『大人のおはなし会』

◆内容…語り

　「オキクルミのぼうけん」、「祝婚歌」
　「ひさの星」、「福岡県の昔話」、
　「わすれられないおくりもの」など

◆講師…長谷川富恵さん
　　　　（鞍手町歴史民俗博物館学芸員）
　　　　西本美智子さん、高津由紀さん

癒
し
の
音
楽
の
中
で

紡
が
れ
る

優
し
い

語
り
と
と
も
に

い
ろ
い
ろ
な

お
は
な
し
に

出
会
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

場所
こたけ創造舎

結 果
◇
町
民
卓
球
大
会

　
　
　
６
月
３
日（
日
）実
施

◉
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
▽
重
松
眞
三
起
、
準
優

勝
▽
平
田
章
、
三
位
▽
三
木

克
彦
、陣
内
新
二

◉
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
▽
三
木
照
美
、
準
優
勝

▽
福
永
裕
子
、
三
位
▽
野
崎

洋
子
、延
塚
秀
子

◉
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
▽
三
木
克
彦
・
平
田
章
、

準
優
勝
▽
陣
内
新
二
・
伊
地

知
健
次
、三
位
▽
野
崎
洋
子
・

福
永
裕
子
／
飯
野
辰
雄
・
三

木
照
美

◇
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
　
６
月
17
日（
日
）実
施

◉
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
▽
河
原
田 

力
・
宋 

琦
、

準
優
勝
▽
宗
廣
一
生
・
矢
野

真
喜
子
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今月の健康行事

▶内容によっては事前に予約が必要 
　なものや対象者が限られる場合が
　ありますので、保健センターに問
　い合わせください。

【予約・問い合わせ】
　保健センター☎２・１８６４

７月

１９日（木）：特定健診・基本健診・各種がん検診

総合福祉センター 
受付▷８時３０分～１０時

２０日（金）：特定健診・基本健診・各種がん検診
七福コミュ二ティセンター  
受付▷８時３０分～１０時

８月

３日（金）：
医師による
生活習慣予防教室
保健センター
講師▷町立病院
　　   谷崎弓裕先生 
受付▷１３時１５分～
         １３時３０分

７日（火）：乳児健診

保健センター
受付▷９時１５分～
         ９時４５分

◆
熱
中
症
を
引
き
起
こ
す

　

要
因
に
は
、『
環
境
・
か
ら

　

だ
・
行
動
』が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
要
因
に

よ
り
、徐
々
に
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、体
温
を
調
節
す
る
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、

ど
ん
ど
ん
身
体
に
熱
が
た

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
れ

が“
熱
中
症
”で
す
。

　

こ
の
時
期
は
雨
が
多
く
て
湿
度

が
高
く
な
り
、
気
圧
の
影
響
か
ら

血
圧
が
上
が
っ
た
り
、
頭
痛
が
し

た
り
と
体
調
が
優
れ
な
い
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
熱
中
症
の
患
者

さ
ん
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
の
で
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

熱中症
予防しよう！！

☆予防しましょう！

環	

境

要	因
その１

か
ら
だ

行	

動

▽
気
温
・
湿
度
が
高
い

▽
風
が
弱
い

▽
日
差
し
が
強
い

▽
閉
め
切
っ
た
屋
内

▽
エ
ア
コ
ン
の
な
い
部
屋

▽
急
に
暑
く
な
っ
た
日

▽
高
齢
者
や
乳
幼
児
、肥
満
の
人

▽
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
・
低
栄
養
状
態

▽
下
痢
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど　

　

で
脱
水
状
態

▽
二
日
酔
い
や
寝
不
足
と
い
っ
た　

　

体
調
不
良

▽
激
し
い
運
動
や

　

慣
れ
な
い
運
動

▽
長
時
間
の
屋
外

　

作
業

▽
水
分
補
給
が
で

　

き
な
い
状
況

◉涼しい服装にしましょう。

◉日陰を利用して暑さを
　避けましょう。

◉日傘や帽子を使いましょう。

◉水分を
　こまめに補給しましょう。

◉無理をせず、徐々に身体を
　暑さに慣らしましょう。

◉室内の温度を測りましょう。

◉体調の悪いときは
　特に注意しましょう。

要	因
その２

要	因
その３

◆ 接種対象者（誕生日前でも可能）
　右表の対象者のうち、今までに一度も接種を受
けたことがない人で接種を希望する人

◆ 接種料金：２，５００円
※生活保護受給者は無料です。医療機関に診療依頼
　書または生活保護受給証明書の提示が必要です。

◆ 接種期間：平成３１年３月３１日まで

※接種希望者は、直接医療機関へ予約してください。

成人用肺炎球菌の予防接種について
対象者 生年月日

６５歳となる人 昭和２８年４月２日生～昭和２９年４月１日生
７０歳となる人 昭和２３年４月２日生～昭和２４年４月１日生
７５歳となる人 昭和１８年４月２日生～昭和１９年４月１日生
８０歳となる人 昭和１３年４月２日生～昭和１４年４月１日生
８５歳となる人 昭和８年４月２日生～昭和９年４月１日生
９０歳となる人 昭和３年４月２日生～昭和４年４月１日生
９５歳となる人 大正１２年４月２日生～大正１３年４月１日生
１００歳となる人 大正７年４月２日生～大正８年４月１日生
▶６０歳以上６５歳未満の心臓やじん臓、呼吸器に重い病気があ
　る人（身体障害者手帳１級程度）およびヒト免疫不全ウイル
　スにより日常生活がほとんど不可能な程度の障がいのある人
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四
月
は
桜
の
季
節
。
日
本
人
の
心
に
合
う
せ
い
か

人
々
に
愛
さ
れ
、
町
の
あ
ち
こ
ち
に
も
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
。桜
の
名
所
と
い
え
ば
大
和
吉
野（
奈
良
県
吉

野
郡
）の
千
本
桜
。こ
こ
と
ゆ
か
り
の
あ
る
言
い
伝
え

が
小
竹
の
吉
野（
御
徳
１
）に
あ
り
ま
す
。

　

吉
野
の
地
名
で
呼
ば
れ
る
御
徳
神
社
あ
た
り
は
、

８
世
紀
ご
ろ
粥か

ゆ

田た
の

荘し
ょ
う

の
荘
園
で
し
た
。
南
北
朝
時
代

の
正し

ょ
う

平へ
い

年
間（
六
百
五
十
二
年
前
）に
は
、
征せ

い

西せ
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

宮み
や

懐か
ね

良な
が

親し
ん

王の
う

が
足あ
し

利か
が

勢
に
対
し
て
布
陣
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、御
徳
神
社
は
古
く
は
蔵
王
社

と
呼
ば
れ
、
大
和
吉
野
の
蔵
王
堂
と
同
じ
蔵
王
権
現

を
祭
っ
て
い
ま
し
た
。御
徳
神
社
の
呼
び
名
は
、明
治

の
神
仏
分
離
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
蔵
王
社
は
当
初
、
今
は
な
き
権
現
山
に
祭
ら

れ
て
い
ま
し
た
。権
現
山
と
い
う
名
も
、大
和
吉
野
か

ら
来
た「
吉
野
殿
」が
蔵
王
権
現
を
祭
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
つ
い
た
も
の
で
す
。
権
現
山
は
昭
和
四
十
五
年
に

石
炭
露
天
堀
の
た
め
に
崩
し
て
し
ま
い
、
今
は
権
現

堂
の
地
名
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
桜
の
観
賞
と
と

も
に
、郷
土
の
歴
史
も
し
の
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
に
聞
か
せ
る

小
竹
の
昔
ば
な
し

第１８話

	

吉
野
と
権ご
ん

現げ
ん

山
の
話
　		

文　

郷
土
史
研
究
会
員

★

◀案内（御徳神社）
御徳橋バス停から歩いて５分くら
いの場所。鳥居には蔵王大明神の名
称が刻まれています。

※郷土史研究会員の皆さんが
「子どもに聞かせる小竹の昔ば
なし」を平成８年に発行され、そ
のお話を掲載しています。

−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

域地

　

今
年
も
園
庭
の
ビ
オ
ラ

や
パ
ン
ジ
ー
の
お
花
か
ら
、

ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

チ
ョ
ウ
の
幼
虫
を
み
つ
け

て
、
大
事
に
育
て
て
い
ま

す
。
年
中
組
に
な
る
と
、
羽

化
し
た
チ
ョ
ウ
が
オ
ス
か

メ
ス
か
の
見
分
け
が
つ
い

て
、「
女
の
子
だ
ね
。」と
教

え
く
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
外

に
放
し
て
、
飛
ん
で
い
く

チ
ョ
ウ
に「
元
気
で
ね
。」と

手
を
振
り
ま
し
た
。小
さ
な

命
の
誕
生
に
出
会
い
、命
の

大
切
さ
や
自
然
の
不
思
議

さ
・
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

チョウがうまれたよ！
～命の誕生～

チョウに
いつなると？

毎日観察中☆

▽エサをパクパク
　食べて、どんどん
　大きくなり、毎日
　さなぎが増えて
　います。

△ピカピカと光り
　輝くさなぎ。夢中
　でみています。

▽羽化に居合わせ
　「すごいね！」と
　笑顔で拍手。

報情このけた

今月の行事
子育て講座『ほめ方・しかり方』

▷申込締切：７月１２日（木）
▷問い合わせ：
　地域子育て支援センター
　☎２・０１８７

＊託児あり
　（７/１８予約締切）

楽しく子育てをするための参考
にしてはいかがでしょう。

７月２５日（水）

１０時から
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暮らしの情報
小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】７
月
13
日（
金
）▽
12
時
か
ら
13
時

ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
・
２
０
２
８

行
政
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

【
日
時
】７
月
24
日（
火
）10
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◉
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
推
進
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
☎
２
・
１
２
１
５

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
を
抱
え

て
い
る
人
の
た
め
に
、
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】町
内
に
在
住
の
人

【
日
時
】月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
▽
９
時

30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
※
祝
日
も
開
所

【
場
所
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
町
役
場
・
ご
自
宅
で
も
相
談
可
能

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事

務
所
☎
０
９
３
・
２
０
３
・
１
６
３
０

平
成
30
年
度

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

◆
一
般
曹
候
補
生（
筆
記
）

【
受
験
資
格
】18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

【
受
付
期
限
】７
月
１
日（
日
）か
ら
９
月
７

日（
金
）ま
で

【
試
験
期
日
】９
月
22
日（
土
）午
前

※
一
次
合
格
発
表
▽
10
月
５
日（
金
）

◆
自
衛
官
候
補
生（
筆
記
）

【
受
験
資
格
】18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

【
受
付
期
限
】７
月
１
日（
日
）か
ら
９
月
７

日（
金
）ま
で

【
試
験
期
日
】９
月
22
日（
土
）午
後

※
口
述
・
身
体
検
査
は
受
付
時
に
、
合
格
発

表
は
試
験
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
航
空
学
生（
筆
記
）

【
受
験
資
格
】空
▽
18
歳（
高
卒（
見
込
み
含

む
））以
上
21
歳
未
満
の
人
、
海
▽
18
歳（
高

卒（
見
込
み
含
む
））以
上
23
歳
未
満
の
人

【
受
付
期
限
】７
月
１
日（
日
）か
ら
９
月
７

日（
金
）ま
で

【
試
験
期
日
】９
月
17
日（
月
）

※
一
次
合
格
発
表
▽
10
月
５
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・
２
２
・

４
８
４
７

平
成
30
年
度
ポ
イ
ン
ト
方
式

県
営
住
宅
入
居
者
の
募
集 

【
募
集
住
宅
】県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

（
募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
等
詳
細
に
つ

い
て
は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

【
申
込
受
付
】７
月
12
日（
木
）か
ら
７
月
23

日（
月
）ま
で

【
募
集
案
内
書
配
布
】県
住
宅
供
給
公
社
、

公
社
管
理
事
務
所
、
公
社
管
理
事
務
所
出

張
所
、
県
県
営
住
宅
課
、
役
場
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
、県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
参
加
遺
族
募
集

【
対
象
者
】先
の
大
戦
に
よ
る
戦
没
者
の
遺

児【
実
施
地
域
】旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
オ

ラ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
、台
湾
・
バ
シ
ー
海

峡
、マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

中
国

【
参
加
費
】10
万
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】一
般
財
団

法
人
福
岡
県
遺
族
連
合
会
☎
０
９
２
・

７
６
１
・
０
０
１
２

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

職
員
採
用
試
験（
平
成
31
年
４
月
採
用
）

【
職
種
】行
政
事
務

【
試
験
地
・
勤
務
場
所
】福
岡
市

※
詳
細
は
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.fukuoka-kaigo.jp

）に
７

月
上
旬
頃
に
掲
載
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
本
部
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
７
０
５
５

40
歳
か
ら
の
２
日
間（
無
料
）

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

【
日
時
】７
月
19
日（
木
）・
７
月
20
日（
金
）▽

10
時
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
直
方
３
階

【
対
象
者
】お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
求
職
者

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０

相
談

募
集

－道路上に穴（ポットホール）を見つけたらご一報ください！！－
【問い合わせ】役場建設課☎０９４９６・２・１９００／Mail：kensetu@town.kotake.lg.jp

お
知
ら
せ
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０　/　http://www.police.pref.fukuoka.jp

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

お
知
ら
せ

救
命
講
習
の
案
内

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
３
時
間
）

　
　
　

※
募
集
人
員
▽
40
人
程
度

【
内
容
】成
人
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、そ
の
他
応
急
手
当

【
開
催
日
時
】８
月
４
日（
土
）▽
９

時
か
ら
12
時
ま
で

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅲ（
３
時
間
）

　
　
　

※
募
集
人
員
▽
40
人
程
度

【
内
容
】小
児
・
乳
児
・
新
生
児
の
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、そ

の
他
応
急
手
当

【
開
催
日
時
】８
月
５
日（
土
）▽
９

時
か
ら
12
時
ま
で

◉
受
講
の
申
し
込
み
等
に
つ
い
て

【
受
講
条
件
】宮
若
市
・
鞍
手
町
・
小

竹
町
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
さ
れ

て
い
る
人
で
中
学
生
以
上
の
人

【
受
講
場
所
】直
方
・
鞍
手
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
２
階
屋
内
訓

練
場（
宮
若
市
宮
田
16
番
地
１
）

【
申
込
期
限
】７
月
28
日（
土
）ま
で

【
申
込
方
法
】救
命
講
習
申
込
書（
個

人
用
）を
記
入
の
う
え
、持
参
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。申
込
用
紙
は
当
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】直
方
・
鞍
手
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
警
防

課
救
急
消
防
係
☎
０
９
４
９
・
３

２
・
１
１
３
２

ち
く
ま
る
つ
り
革
オ
ー
ナ
ー

の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
筑
豊
鉄
道
で
は
、
ち
く
ま
る

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
つ
り
革
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
、
１
年
間
オ
ー

ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
く「
ち
く
ま

る
つ
り
革
オ
ー
ナ
ー
」を
募
集
し
て

い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
様
の
支
援
が
、

安
全
安
心
快
適
な
鉄
道
の
存
続
と

沿
線
地
域
の
発
展
支
援
に
つ
な
が

り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】７
月
２
日（
月
）か
ら

８
月
31
日（
金
）ま
で
必
着

【
設
置
車
両
】な
の
は
な
号〈
４
０

６
〉〈
４
０
７
〉

【
入
会
金
】１
本
五
千
円

【
募
集
本
数
】先
着
29
本

【
会
員
期
間
】平
成
30
年
10
月
１
日

（
月
）か
ら
平
成
31
年
９
月
30
日（
月
）

ま
で
の
１
年
間

※
法
人
、
個
人
問
わ
ず
に
お
申
し
込

み
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】平
成
筑
豊
鉄
道
株

式
会
社
つ
り
革
オ
ー
ナ
ー
係
☎
０

９
４
７
・
２
２
・
１
０
０
０

あ
す
な
ろ
猫

不
妊
・
去
勢
手
術
支
援
事
業

　
（
公
社
）福
岡
県
獣
医
師
会
小
動

物
部
会
筑
豊
地
区
部
会
は
飼
い
主

の
い
な
い
猫
に
対
し
、
不
妊
・
去
勢

手
術
の
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

メ
ス
１
頭
に
つ
き
一
万
八
百
円
、

オ
ス
１
頭
に
つ
き
五
千
四
百
円
で

手
術
を
行
い
ま
す
。（
手
術
済
み
目

印
の
耳
先
カ
ッ
ト
費
用
を
含
み
ま

す
。）猫
は
特
定
の
飼
い
主
を
持
た

な
い
こ
と
と
、そ
の
猫
に
手
術
を
受

け
さ
せ
よ
う
と
す
る
申
込
者
は
筑

豊
地
区
に
住
所
を
有
す
る
人
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
猫
は
対
象
外

で
す
。

【
申
込
期
限
】平
成
30
年
７
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
12
月
末
ま
で

【
申
込
頭
数
】百
五
十
頭（
上
限
）に

な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、手
術
協
力
病
院
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
手
術
協
力
病
院（
申
し
込
み
先
・
問

い
合
わ
せ
）】よ
し
も
と
動
物
病
院

（
宮
若
市
本
城
51
の
２
）☎
０
９
４

９
・
３
２
・
１
２
９
９
、Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
動

物
病
院（
直
方
市
感
田
小
野
牟
田
３

５
９
７
の
１
）☎
０
９
４
９
・
２
６
・

４
１
３
６
、さ
く
ら
動
物
ク
リ
ニ
ッ

ク（
宮
若
市
長
井
鶴
２
０
７
の
１
）

☎
０
９
４
９
・
３
２
・
２
７
０
１
、ア

ミ
ノ
動
物
病
院（
直
方
市
大
字
畑
３

０
０
の
６
）▽
０
９
４
９
・
２
５
・
８

１
１
８

◆
募
金
の
お
願
い

　

本
事
業
の
大
部
分
は
皆
様
か
ら

の
募
金
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
た
く
さ
ん
の
募
金
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、多
く
の
手
術
実

施
頭
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、各
協
力
病
院

で
行
っ
て
お
り
ま
す
募
金
活
動
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

健
康
長
寿
特
別
講
演
会

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

す
る
、年
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
！

【
日
時
】９
月
28
日（
金
）▽
13
時
か

ら
15
時
30
分
ま
で

【
場
所
】ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
）

【
内
容
】ロ
コ
モ
予
防
運
動
、特
別
講

演「
平
穏
死
10
の
条
件
」～
穏
や
か

な
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
～
医
療

法
人
社
団
裕
和
会
理
事
長
長
尾
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
長
尾
和
宏
氏

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】参
加
希
望
者

は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。健
康
長
寿
特
別
講
演
会
受
付
事

務
局
☎
０
１
２
０
・
５
０
・
１
６
７
９

■管内街頭犯罪発生状況
５月中 ５月末まで
件数 件数 前年比

車上ねらい 1 件  8 件 － 13 件
自転車盗 5 件 　24 件 － 22 件
空き巣 7 件  34 件 － 1 件
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

a traffic accidentgarbage of fefuse-derived fuelpopulat ion

　5 月中 5 月末累計
発生件数 4 件（± 0 ） 14 件（－ 3 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 5 人（－ 3 ） 18 人（－ 5 ）

■人　口 7,764人
男性 3,696 人 女性 4,068 人
出生 0 人 死亡 8 人
転入 22 人 転出 43 人

■世帯数 3,883世帯

  164,230kg （前月比 ＋ 5,850 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日	７月１５日（日）９時から１２時まで

5 5
5

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

糸
永　

香
苗 

様（
御
徳
三
区
）

遺
族　

糸
永　

美
則 

様

故　

中
山　

静
枝 

様（
中
央
区
）

遺
族　

中
山　

善
博 

様

故　

長
堀　

渡 

様（
勝
野
一
区
）

遺
族　

長
堀　

澄
代 

様

故　

國
俊　

英
保 

様（
小
竹
区
）

遺
族　

國
俊　

洋
子 

様

故　

阿
部　

ト
シ
ヱ 

様（
勝
野
二
区
）

遺
族　

阿
部　

裕
幸 

様

小
竹
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

■
香
典
返
し

故　

阿
部　

ト
シ
ヱ 

様（
勝
野
二
区
）

遺
族　

阿
部　

裕
幸 

様

※
5
月
１
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広報こたけ・町ホームページに
広告を掲載しませんか？

広 告
 ☆
募 集

【掲載料】　※１か月あたり
広 告 媒 体 規 格 料 金

広報こたけ
上下４３㎜×左右１８２㎜ 六千円

上下４３㎜×左右８８㎜ 三千円

町ホームページ
上下６０ピクセル
　 ×左右２１０ピクセル

三千円

＊ 詳しくは町ホームページをご覧ください ＊

平成３０年６月１３日現在
  ● ● ７月の「こたけ創造舎」イベント スケジュール　● ●

◆イベント申し込み先・問い合わせ

ヨガ教室▶〈講師〉呉石ちほ☎０９０・４９８１・９０１４
美術協会写真部写真教室▶〈主催〉美術協会写真部
☎０９０・８３９８・９４７４（中村）／☎０９０・１３４８・４４００（山崎）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 写真教室
▷１０時～１２時

 竹育ひろば
▷９時～１３時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 写真教室
▷１９時～２１時

 Samito お話会
▷１３時～１５時

 彩りアーティスト 
 で愛展 （特別企画フ
 リーマーケット）
▷１０時～１６時

 ちょっくらふれ旅
 『ベビーマッサージ』
▷１０時３０分～１２時

 ちょっくらふれ旅
 『薬草で健康づくり』
▷１３時３０分～１５時３０分

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

※『ちょっくらふれ旅』の詳細については、町ホームページをご覧くだ
　さい。役場・中央公民館にもパンフレットを置いています。

 竹育ひろば
▷９時～１３時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 ちょっくらふれ旅
『aroma space ma-re』
▷１0 時～▷１３時～（２h）

 ちょっくらふれ旅
 『パステル』
▷１３時～１５時

 大人のおはなし会
▷１１時～１２時

▷勝野３３０４番地

小
竹
駅

●小竹町役場

遠
賀
川

200

小竹局入口

セブンイレブン

こたけ創造舎

★

【問い合わせ】
まちづくり推進課　☎０９４９６・２・１２１４

 パステルアート
 教室
▷１２時～１６時
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町立病院事務局
☎２・０２８２

　町立病院では、毎月木曜日１６時３０
分から教室を実施しています。

＊＊＊＊ ７月の教室内容 ＊＊＊＊
  ５日▷糖尿病はどんな病気？
１２日▷糖尿病と食生活について
１９日▷運動療法の実際 
２６日▷食事療法の実際 

糖尿病・
栄養教室
開催中！

町立病院
✿

伝言板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　   電話（フリーダイヤル）で確認ができます！
●防災行政無線の放送が聞き取りにくい場合には…　☎０１２０・６１０・４１０／☎０１２０・４６４・６８３

　６月１０日付けで事
業管理者を拝命しまし
た。当院に赴任して２年
が経ち、多くの人から

「糖尿病なら小竹町立」
という言葉を聞きます。
私は鞍手郡でただ一人

事務管理者兼院長

山本 光勝

の糖尿病学会専門医（２０１８年６月現在）ですの
で、当院の伝統である糖尿病診療を継続し、発展
させていく所存です。さらに糖尿病以外の疾患も
診療を行い、直鞍地区と筑豊地区の医療を盛り立
ていきます。当院の医師は再び２名体制になりま
した。しかし、外来受診や入院診療に制限を行う
つもりはありません。力の限り多くの人を受け入
れ、職員一丸となって対応していきます。


